
参 加 申 込 書（ＦＡＸ用）

（ ）

下記のとおり「著作権ビジネス講座」（京都）への参加を申し込みます。
※ ホームページ（ ）からもお申し込みいただけます。

● 申 込 者 申込日：２０１ 年 月 日

法人名または個人名

部署名および担当者名

住 所
〒

電話番号 番号

 CRIC会員 ・ 一 般

参加人数 名
（弁理士の方のみ）受講証明書発行を

希望する ・ 希望しない

この講座を何でお知りになりましたか？
開催案内 ・勤務先の勧め・ ホームページ

メルマガ・ ・その他（ ）

● 参 加 者（参加コースに〇をしてください）

部 署 名 氏 名 （ フ リ ガ ナ ） ３コースのいずれかをご選択ください

① A 
（２日間） 

B 
（２日間） 

A 
（１日目のみ） 

② A 
（２日間） 

B 
（２日間） 

A 
（１日目のみ） 

③ A 
（２日間） 

B 
（２日間） 

A 
（１日目のみ） 

④ A 
（２日間） 

B 
（２日間）  

A 
（１日目のみ） 

申 込 要 領 ・ ご 注 意 等

満席が予想されますので、お早めにお申し込みください

○ 参加申込書に必要事項をご記入の上、ファクシミリ
にてお申込みください。

○ お申込みは先着順とさせていただきます。

○ 申込受付後、「受講票・受付票」と「請求書」を郵送
いたします。

○ 参加費は、請求書記載の銀行口座にお振込みくださ
い。（当日会場にて現金でのお支払いはできません。）

○ 払込金受領証をもって領収証にかえさせていただき
ます。 

○ 参加費お支払い後のキャンセル(払戻し)や他の講座
への振替はできません。（代理出席は可能です。） 

 

○ お申込み後、７日間を過ぎても受講票等が届かない
場合には、ご一報ください。 

○ 欠席された方には、当日の資料を後日お送りいたし
ます。 

当日は「受講票・受付票」を必ずご持参ください

＊ CRICは、日本弁理士会の継続研修の外部団体として

認定されています。この講座は、継続研修として認

定申請中です。この研修を修了し所定の申請をする

と、受講講座に応じた単位が認められる予定です。 
２日目の１時限と２時限は、合わせて２単位となります。

お問合せ先 公益社団法人著作権情報センター 業務部 TEL 03-5348-6030 FAX 03-5348-6200 
〒169-0074 東京都新宿区北新宿 2-21-1 新宿フロントタワー F 

＊お知らせいただいた個人情報は本講座の運営、及び当センターが実施する事業（講座・セミナーの開催や書籍の発行を含む）などのご案内のために必要な範囲以外では利用いたしません。

地下鉄：丸太町駅 2 番出口･今出川駅 6 番出口から徒歩 8 分 
タクシー：JR 京都駅から約 15 分/阪急烏丸駅から約 10 分 

A コースは、著作権制度について初めて学ぶ方、B コースは、日頃から著作権関連業務に携わっている方などを対象とし、

両コースとも２日間の集中講座でその後の実務に役立てていただける内容です。

また、A コースは、１日目のみの受講が可能です。新人教育の場として、また、すでに日々の業務で著作権に触れていら

っしゃる方の知識の確認と復習の場として活用していただける内容です。

● 日 時 10 月 6 日 木 ～7 日 金  
● 会 場 京都ガーデンパレス

京都市上京区烏丸通下長者町上ル龍前町

電話 075-411-0111

● 定 員 100 名（定員になり次第締切）  
● 参加費 （ 名：消費税を含みます）

○ 申込期限 9 月 23 日 金  
○ 会場アクセス

 
12：30 

 

受 付 開 始 

A   B 
13：00 

▼

14：10 

｢インターネットに関する著作権の基礎知識｣①

松田 俊治 氏

長島・大野・常松法律事務所 弁護士

13：00 
 
▼ 

14：50 

｢インターネットビジネスの著作権とルール」

池村 聡 氏

森・濱田松本法律事務所 弁護士Break 

14：20 
▼

15：30 
｢インターネットに関する著作権の基礎知識｣② Coffee Break 

15：10 
 
▼

17：00 

｢最近の著作権裁判例について｣

大川 潤子 氏

大阪地方裁判所 第 ・ 民事部 裁判官

Coffee Break 
 
 

15：50 
▼

17：00 
｢インターネットに関する著作権の基礎知識｣③

※A・B コース共通となります 
10：00 

▼

11：10 

｢配信事業における権利処理の問題点とビジネスの展望｣

船越 雅史 氏 フールー（ ホールディングス合同会社） 副社長

 Coffee Break 

11：30 
▼

12：40 

｢インターネット・コミュニケーション・サービスと著作権実務｣

永井 幸輔 氏  株式会社法務室／弁護士

 Lunch   昼食は、当方にて用意いたします

13：40 
▼ 

15：30 

｢プラットフォームをめぐる交渉・契約・著作権の諸課題｣

福井 健策 氏 骨董通り法律事務所 弁護士・日本大学芸術学部客員教授

今や配信ビジネス、ＳＮＳ、ｅコマース、クラウドサービスなど様々なビジネスが百花繚乱の様相を呈していますが、いずれのビジ
ネスにおいてもプラットフォームと著作権をめぐる課題は避けては通れないものになっています。本講座では、 、 、

などのサービスが並列して発展を遂げているＳＮＳ、及び映画、テレビ番組、海外ドラマなどあらゆる動画が視聴可能に
なっている動画配信を取り上げ、プラットフォームをめぐるコンテンツビジネスの著作権問題を中心に解説していただきます。

コース A（ 日間） B（ 日間） A（１日目のみ） 

会 員 円 円 

一 般 円 円 
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インターネットに関する著作権の基礎知識

インターネットの普及により、著作権法は、一般の人々との

関わりの深い法律へ変容し、企業においても著作権の処理が

日常的に問題となる。インターネット社会における実務に不

可欠な著作権法の基礎的な知識の解説を行う。

《 《 《 講 義 内 容 予 定 》 》 》

インターネット社会と著作権法

著作物とは

著作権者とは

著作権とは

権利制限とは

著作権の侵害

７著作物の利用（ライセンス）

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1996：東京大学法学部卒業

1998：長島･大野法律事務所現 長島･大野･常松法律事務所入所

2002：ニューヨーク大学ロースクール 卒業

2002~2003： （ ）

法律事務所勤務

2007~：上智大学大学院法学研究科法曹養成専攻 非常勤講師

● ● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

「ライセンス契約法 取引実務と法的理論の橋渡し」（

2015～）

「米国における出版物の利用に関する契約について」（『出版をめ

ぐる法的課題その理論と実務』日本評論社 2015） 
「いわゆる自炊代行事業と複製権侵害の成否」（著作権研究

号 2015）
「エンタテインメント契約」（共著 ジュリスト 2013） 

インターネットビジネスの著作権とルール 

インターネットビジネスに関係する法律には様々なものが

ありますが、著作権法はそのうち最も重要な法律の一つであ

るといっても決して過言ではありません。ビジネスを展開す

るときに遭遇する課題を中心に、インターネットビジネスに

係る著作権法上の様々なポイント、重要判例、近時の法改正

を解説します。

《 《 《 講 義 内 容 予 定 》 》 》

著作権法とインターネットビジネス－関連する課題を中心に－

インターネットビジネスに関連する重要判例

インターネットビジネスに関連する近時の法改正

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1999：早稲田大学法学部卒業

2001：弁護士登録（第二東京弁護士会）

2009：文化庁長官官房著作権課著作権調査官（2012年6月まで）

現在 森・濱田松本法律事務所弁護士

● ● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

『著作権法コンメンタール 全 巻 第 版 』（共著 勁草書房 2015）
『出版をめぐる法的課題 その理論と実務』（共著 日本評論社 2015）
『コンテンツビジネスと著作権法の実務』（三協法規出版 2015）
「知財判例速報 規約の著作物性－東京地判平成 」（ジュリ

スト 号 2015）
｢ 企業法務 著作権法改正の最新動向｣ （会計・監査ジャーナル 2014）
『インターネットビジネスの著作権とルール』（共著 2014）

最近の著作権裁判例について 

コンテンツビジネスに関するものを含む、最近の著作権裁判

例について、裁判所の判断のポイント等を解説します。

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2005：任官 京都地方裁判所 
2008：横浜地方裁判所横須賀支部 
2012：福岡地方裁判所 
2015~：大阪地方裁判所第 ・ 民事部（現） 

大阪地方裁判所

第 ・ 民事部 裁判官

長島・大野・常松法律事務所

弁護士

森・濱田松本法律事務所

弁護士

松 俊治
 
 

村 聡

大川 子

 
 

配信事業における権利処理の問題点とビジネスの展望  

「動画配信元年」と言われて久しいが、すべてのテレビ番組、

すべての映画が動画配信サービスを通じて見られているわけ

ではない。テレビ番組を配信する場合の権利処理の問題点、

とりわけ著作権における問題を明らかにする。また、配信サ

ービスを類型化し、今後のビジネスの展望に考察を加える。

《 《 《 講 義 内 容 予 定 》 》 》

動画配信サービスの類型化

テレビ番組配信における権利処理実務の問題点

動画配信サービスの今後のビジネス展望

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1986：早稲田大学政経学部政治学科卒業
1986：日本テレビ放送網株式会社入社。編成局アナウンス部。 
2006：同社コンプライアンス推進室ライツ審査部。著作権契約

業務、違法対策業務を担当。 
2011：コンテンツ事業局ライツ事業部。ビデオグラム化、配信、

商品化などの二次利用ビジネスほか、アニメ制作、出版

事業に携わる。 
2014：インターネット事業局現職出向 

現在、 ホールディングス合同会社副社長。

インターネット・コミュニケーション・サービスと著作権実務 

インターネットの舞台が からスマートフォンに拡大し、

ユーザーが著作物の利用者のみならず制作者でもある今日、

サービス運営に著作権の知識は不可欠です。現在進行形のネ

ット×著作権のトピックをご紹介します。

《 《 《 講 義 内 容 予 定 》 》 》

プラットフォームとしてのメッセンジャー

―コミュニケーション・サービスと著作権

生産消費者（プロシューマー）の時代

― （ ）と著作権

おわりに

―インターネットをとりまくルールと法的環境のデザイン

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2005：慶應義塾大学法学部卒業
2008：早稲田大学大学院法務研究科修了、司法研修所入所
2009：弁護士登録（第二東京弁護士会）
2010：隼あすか法律事務所入所
2012：骨董通り法律事務所入所
2015： 株式会社入社

● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書 等 ● ● ● ● ● ● ● ●

「自分ごとの著作権」（監修・執筆 年 月号 2015）
『ファッションは更新できるのか？会議』（共編著 フィルムアート社 2015）
「デザイナーのための著作権と法律講座」（共著 2013-2014）
「デジタル文化財の公開ルール」（共著 2014）
「いまさら聞けないクリエイティブコモンズ」（共著 技術評論社

2010）

プラットフォームをめぐる交渉・契約・著作権の諸課題 

時に数億にも及ぶ圧倒的なコンテンツ数を誇り、情報の集

積・序列化・流通までを寡占するグーグルなど 列強勢の

もと、著作権のビジネスモデルや契約慣行はどう変わりつつ

あるか。その課題と対処策を考える。

《 《 《 講 義 内 容 予 定 》 》 》

・ギガコンテンツ時代の到来とプラットフォーム寡占

・プラットフォーム契約の特徴とリスク

・ の対抗戦略

・変わる著作権のビジネスモデル

・課題と対処策

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1991：東京大学法学部卒業
1993：弁護士登録（第二東京弁護士会）
1998：米国コロンビア大学法学修士課程修了
2003：骨董通り法律事務所 を設立（同代表パートナー）

現在、上記のほか、国立国会図書館納本制度審議会会長代理、

内閣知財戦略本部など委員、東京藝術大学など講師、日本脚

本アーカイブズなど理事を務める。 
● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書 等 ● ● ● ● ● ● ● ●

『 歳の著作権入門』（ちくまプリマー新書 2015）
『誰が「知」を独占するのか デジタルアーカイブ戦争』（集英社新書 2014）
『「ネットの自由」 著作権 は、終わりの始まりなのか』（光文

社新書 2012）
『著作権の世紀 変わる「情報の独占制度」』（集英社新書 2010）
『エンタテインメントと著作権（ ）～（ ）』（編著 2014～） 

（フールー）

（ ホールディングス合同会社）

副社長

船越 史

骨董通り法律事務所

弁護士

日本大学芸術学部客員教授

福井 策

株式会社 法務室

弁護士

永 幸輔
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インターネットに関する著作権の基礎知識

インターネットの普及により、著作権法は、一般の人々との

関わりの深い法律へ変容し、企業においても著作権の処理が

日常的に問題となる。インターネット社会における実務に不

可欠な著作権法の基礎的な知識の解説を行う。

《 《 《 講 義 内 容 予 定 》 》 》

インターネット社会と著作権法

著作物とは

著作権者とは

著作権とは

権利制限とは

著作権の侵害

７著作物の利用（ライセンス）

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1996：東京大学法学部卒業

1998：長島･大野法律事務所現 長島･大野･常松法律事務所入所

2002：ニューヨーク大学ロースクール 卒業

2002~2003： （ ）

法律事務所勤務

2007~：上智大学大学院法学研究科法曹養成専攻 非常勤講師

● ● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

「ライセンス契約法 取引実務と法的理論の橋渡し」（

2015～）

「米国における出版物の利用に関する契約について」（『出版をめ

ぐる法的課題その理論と実務』日本評論社 2015） 
「いわゆる自炊代行事業と複製権侵害の成否」（著作権研究

号 2015）
「エンタテインメント契約」（共著 ジュリスト 2013） 

インターネットビジネスの著作権とルール 

インターネットビジネスに関係する法律には様々なものが

ありますが、著作権法はそのうち最も重要な法律の一つであ

るといっても決して過言ではありません。ビジネスを展開す

るときに遭遇する課題を中心に、インターネットビジネスに

係る著作権法上の様々なポイント、重要判例、近時の法改正

を解説します。

《 《 《 講 義 内 容 予 定 》 》 》

著作権法とインターネットビジネス－関連する課題を中心に－

インターネットビジネスに関連する重要判例

インターネットビジネスに関連する近時の法改正

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1999：早稲田大学法学部卒業

2001：弁護士登録（第二東京弁護士会）

2009：文化庁長官官房著作権課著作権調査官（2012年6月まで）

現在 森・濱田松本法律事務所弁護士

● ● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

『著作権法コンメンタール 全 巻 第 版 』（共著 勁草書房 2015）
『出版をめぐる法的課題 その理論と実務』（共著 日本評論社 2015）
『コンテンツビジネスと著作権法の実務』（三協法規出版 2015）
「知財判例速報 規約の著作物性－東京地判平成 」（ジュリ

スト 号 2015）
｢ 企業法務 著作権法改正の最新動向｣ （会計・監査ジャーナル 2014）
『インターネットビジネスの著作権とルール』（共著 2014）

最近の著作権裁判例について 

コンテンツビジネスに関するものを含む、最近の著作権裁判

例について、裁判所の判断のポイント等を解説します。

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2005：任官 京都地方裁判所 
2008：横浜地方裁判所横須賀支部 
2012：福岡地方裁判所 
2015~：大阪地方裁判所第 ・ 民事部（現） 

大阪地方裁判所

第 ・ 民事部 裁判官

長島・大野・常松法律事務所

弁護士

森・濱田松本法律事務所

弁護士

松 俊治
 
 

村 聡

大川 子

 
 

配信事業における権利処理の問題点とビジネスの展望  

「動画配信元年」と言われて久しいが、すべてのテレビ番組、

すべての映画が動画配信サービスを通じて見られているわけ

ではない。テレビ番組を配信する場合の権利処理の問題点、

とりわけ著作権における問題を明らかにする。また、配信サ

ービスを類型化し、今後のビジネスの展望に考察を加える。

《 《 《 講 義 内 容 予 定 》 》 》

動画配信サービスの類型化

テレビ番組配信における権利処理実務の問題点

動画配信サービスの今後のビジネス展望

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1986：早稲田大学政経学部政治学科卒業
1986：日本テレビ放送網株式会社入社。編成局アナウンス部。 
2006：同社コンプライアンス推進室ライツ審査部。著作権契約

業務、違法対策業務を担当。 
2011：コンテンツ事業局ライツ事業部。ビデオグラム化、配信、

商品化などの二次利用ビジネスほか、アニメ制作、出版

事業に携わる。 
2014：インターネット事業局現職出向 

現在、 ホールディングス合同会社副社長。

インターネット・コミュニケーション・サービスと著作権実務 

インターネットの舞台が からスマートフォンに拡大し、

ユーザーが著作物の利用者のみならず制作者でもある今日、

サービス運営に著作権の知識は不可欠です。現在進行形のネ

ット×著作権のトピックをご紹介します。

《 《 《 講 義 内 容 予 定 》 》 》

プラットフォームとしてのメッセンジャー

―コミュニケーション・サービスと著作権

生産消費者（プロシューマー）の時代

― （ ）と著作権

おわりに

―インターネットをとりまくルールと法的環境のデザイン

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2005：慶應義塾大学法学部卒業
2008：早稲田大学大学院法務研究科修了、司法研修所入所
2009：弁護士登録（第二東京弁護士会）
2010：隼あすか法律事務所入所
2012：骨董通り法律事務所入所
2015： 株式会社入社

● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書 等 ● ● ● ● ● ● ● ●

「自分ごとの著作権」（監修・執筆 年 月号 2015）
『ファッションは更新できるのか？会議』（共編著 フィルムアート社 2015）
「デザイナーのための著作権と法律講座」（共著 2013-2014）
「デジタル文化財の公開ルール」（共著 2014）
「いまさら聞けないクリエイティブコモンズ」（共著 技術評論社

2010）

プラットフォームをめぐる交渉・契約・著作権の諸課題 

時に数億にも及ぶ圧倒的なコンテンツ数を誇り、情報の集

積・序列化・流通までを寡占するグーグルなど 列強勢の

もと、著作権のビジネスモデルや契約慣行はどう変わりつつ

あるか。その課題と対処策を考える。

《 《 《 講 義 内 容 予 定 》 》 》

・ギガコンテンツ時代の到来とプラットフォーム寡占

・プラットフォーム契約の特徴とリスク

・ の対抗戦略

・変わる著作権のビジネスモデル

・課題と対処策

● ● ● ● ● ● ● ● ● 略 歴 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1991：東京大学法学部卒業
1993：弁護士登録（第二東京弁護士会）
1998：米国コロンビア大学法学修士課程修了
2003：骨董通り法律事務所 を設立（同代表パートナー）

現在、上記のほか、国立国会図書館納本制度審議会会長代理、

内閣知財戦略本部など委員、東京藝術大学など講師、日本脚

本アーカイブズなど理事を務める。 
● ● ● ● ● ● ● ● 主 な 著 書 等 ● ● ● ● ● ● ● ●

『 歳の著作権入門』（ちくまプリマー新書 2015）
『誰が「知」を独占するのか デジタルアーカイブ戦争』（集英社新書 2014）
『「ネットの自由」 著作権 は、終わりの始まりなのか』（光文

社新書 2012）
『著作権の世紀 変わる「情報の独占制度」』（集英社新書 2010）
『エンタテインメントと著作権（ ）～（ ）』（編著 2014～） 

（フールー）

（ ホールディングス合同会社）

副社長

船越 史

骨董通り法律事務所

弁護士

日本大学芸術学部客員教授

福井 策

株式会社 法務室

弁護士

永 幸輔
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参 加 申 込 書（ＦＡＸ用）

（ ）

下記のとおり「著作権ビジネス講座」（京都）への参加を申し込みます。
※ ホームページ（ ）からもお申し込みいただけます。

● 申 込 者 申込日：２０１ 年 月 日

法人名または個人名

部署名および担当者名

住 所
〒

電話番号 番号

 CRIC会員 ・ 一 般

参加人数 名
（弁理士の方のみ）受講証明書発行を

希望する ・ 希望しない

この講座を何でお知りになりましたか？
開催案内 ・勤務先の勧め・ ホームページ

メルマガ・ ・その他（ ）

● 参 加 者（参加コースに〇をしてください）

部 署 名 氏 名 （ フ リ ガ ナ ） ３コースのいずれかをご選択ください

① A 
（２日間） 

B 
（２日間） 

A 
（１日目のみ） 

② A 
（２日間） 

B 
（２日間） 

A 
（１日目のみ） 

③ A 
（２日間） 

B 
（２日間） 

A 
（１日目のみ） 

④ A 
（２日間） 

B 
（２日間）  

A 
（１日目のみ） 

申 込 要 領 ・ ご 注 意 等

満席が予想されますので、お早めにお申し込みください

○ 参加申込書に必要事項をご記入の上、ファクシミリ
にてお申込みください。

○ お申込みは先着順とさせていただきます。

○ 申込受付後、「受講票・受付票」と「請求書」を郵送
いたします。

○ 参加費は、請求書記載の銀行口座にお振込みくださ
い。（当日会場にて現金でのお支払いはできません。）

○ 払込金受領証をもって領収証にかえさせていただき
ます。 

○ 参加費お支払い後のキャンセル(払戻し)や他の講座
への振替はできません。（代理出席は可能です。） 

 

○ お申込み後、７日間を過ぎても受講票等が届かない
場合には、ご一報ください。 

○ 欠席された方には、当日の資料を後日お送りいたし
ます。 

当日は「受講票・受付票」を必ずご持参ください

＊ CRICは、日本弁理士会の継続研修の外部団体として

認定されています。この講座は、継続研修として認

定申請中です。この研修を修了し所定の申請をする

と、受講講座に応じた単位が認められる予定です。 
２日目の１時限と２時限は、合わせて２単位となります。

お問合せ先 公益社団法人著作権情報センター 業務部 TEL 03-5348-6030 FAX 03-5348-6200 
〒169-0074 東京都新宿区北新宿 2-21-1 新宿フロントタワー F 

＊お知らせいただいた個人情報は本講座の運営、及び当センターが実施する事業（講座・セミナーの開催や書籍の発行を含む）などのご案内のために必要な範囲以外では利用いたしません。

地下鉄：丸太町駅 2 番出口･今出川駅 6 番出口から徒歩 8 分 
タクシー：JR 京都駅から約 15 分/阪急烏丸駅から約 10 分 

A コースは、著作権制度について初めて学ぶ方、B コースは、日頃から著作権関連業務に携わっている方などを対象とし、

両コースとも２日間の集中講座でその後の実務に役立てていただける内容です。

また、A コースは、１日目のみの受講が可能です。新人教育の場として、また、すでに日々の業務で著作権に触れていら

っしゃる方の知識の確認と復習の場として活用していただける内容です。

● 日 時 10 月 6 日 木 ～7 日 金  
● 会 場 京都ガーデンパレス

京都市上京区烏丸通下長者町上ル龍前町

電話 075-411-0111

● 定 員 100 名（定員になり次第締切）  
● 参加費 （ 名：消費税を含みます）

○ 申込期限 9 月 23 日 金  
○ 会場アクセス

 
12：30 

 

受 付 開 始 

A   B 
13：00 

▼

14：10 

｢インターネットに関する著作権の基礎知識｣①

松田 俊治 氏

長島・大野・常松法律事務所 弁護士

13：00 
 
▼ 

14：50 

｢インターネットビジネスの著作権とルール」

池村 聡 氏

森・濱田松本法律事務所 弁護士Break 

14：20 
▼

15：30 
｢インターネットに関する著作権の基礎知識｣② Coffee Break 

15：10 
 
▼

17：00 

｢最近の著作権裁判例について｣

大川 潤子 氏

大阪地方裁判所 第 ・ 民事部 裁判官

Coffee Break 
 
 

15：50 
▼

17：00 
｢インターネットに関する著作権の基礎知識｣③

※A・B コース共通となります 
10：00 

▼

11：10 

｢配信事業における権利処理の問題点とビジネスの展望｣

船越 雅史 氏 フールー（ ホールディングス合同会社） 副社長

 Coffee Break 

11：30 
▼

12：40 

｢インターネット・コミュニケーション・サービスと著作権実務｣

永井 幸輔 氏  株式会社法務室／弁護士

 Lunch   昼食は、当方にて用意いたします

13：40 
▼ 

15：30 

｢プラットフォームをめぐる交渉・契約・著作権の諸課題｣

福井 健策 氏 骨董通り法律事務所 弁護士・日本大学芸術学部客員教授

今や配信ビジネス、ＳＮＳ、ｅコマース、クラウドサービスなど様々なビジネスが百花繚乱の様相を呈していますが、いずれのビジ
ネスにおいてもプラットフォームと著作権をめぐる課題は避けては通れないものになっています。本講座では、 、 、

などのサービスが並列して発展を遂げているＳＮＳ、及び映画、テレビ番組、海外ドラマなどあらゆる動画が視聴可能に
なっている動画配信を取り上げ、プラットフォームをめぐるコンテンツビジネスの著作権問題を中心に解説していただきます。

コース A（ 日間） B（ 日間） A（１日目のみ） 

会 員 円 円 

一 般 円 円 
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